
 

 

 

豊中市火薬類取締法事務処理要綱 

 

 

 

（目的）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、 大 阪 府 産 業 保 安 行 政 事 務 に 係 る 事 務 処 理 の

特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 １ ２ 年 大 阪 府 条 例 第 ６ 号 ） 第 ２ 条 の 規

定 に 基 づ き 、 本 市 が 処 理 す る 火 薬 類 取 締 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第

１ ４ ９ 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） の 施 行 に 係 る 事 務 処 理 （ 立 入

検 査 、 違 反 処 理 及 び 事 故 措 置 に 関 す る も の を 除 く 。 ） に 関 し 、

必要な事項を定めることを目的とする。  

（用語の定義）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に よ る 用 語 の 定 義 は 、 次 に 揚 げ る も の の ほ か 、

法、政令及び各規則において使用する用語の例による。  

（ １ ） 政 令  火 薬 類 取 締 法 施 行 令 （ 昭 和 ２ ５ 年 政 令 第 ３ ２ ３ 号 ）

をいう 。  

（ ２ ） 省 令  火 薬 類 取 締 法 施 行 規 則 （ 昭 和 ２ ５ 年 通 商 産 業 省 令 第

８８ 号）をいう。  

（ ３ ） 火 薬 類 施 設 台 帳  電 算 処 理 し た 火 薬 類 施 設 に 関 す る 情 報 を

記録 したものをいう。  
（ ４ ） 電 算 処 理  届 出 、 申 請 、 許 可 等 に 係 る 事 務 及 び 火 薬 類 施 設

等の 情報をＰＣソフトで処理することをいう。  
（５）受付印  印様式第１号の印をいう。  
（６）届出受理済印  印様式第２号の印をいう。  
（各種申請の処理における共通事項）  
第 ３ 条  消 防 長 は 、 法 の 規 定 に 基 づ く 申 請 に つ い て は 、 次 の 各 号

に定めるとおりとする。  
（ １ ） 申 請 者 が 個 人 経 営 の 事 業 者 で あ る 場 合 は 、 そ の 経 営 者 と す

る。  
（ ２ ） 申 請 者 が 法 人 で あ る 場 合 は 、 そ の 代 表 者 と す る 。 た だ し 、

同法人内 の管理的立場にあるものを代理人として定め、申請を

行う 場合は、原則として代表者の委任状を提出するものとする。 
（ ３ ） 申 請 書 は 、 ２ 通 提 出 を 求 め る も の と し 、 そ れ ぞ れ に 受 付 印



 

を押印 する。  
２  手 数 料 条 例 （ 平 成 １ ２ 年 豊 中 市 条 例 第 ９ 号 ） の 規 定 に よ り 手

数 料 の 徴 収 が 必 要 な と き は 、 同 条 例 で 定 め る 額 の 手 数 料 を 申 請

者から徴収するものとする。  

（製造営業の許可申請）  

第 ４ 条  法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 製 造 の 許 可 の 申 請 が あ っ た と き は 、

次により処理するものとする。  

（ １ ） 消 防 長 は 、 当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 申 請 に 係 る 電 算 処

理後 、必要があると認めるときは調査を行う。  

（２）前号の審査及び調査の結果、省令で定める技術上の基準（以

下、「技術上の基準」という。）に適合していると認めるとき

は、製造・販売営業審査書（審査様式第１号）及び許可後の手

続き 書（許可様式第１号）を作成し、製造営業許可証（許可様

式第 ２号）は電算処理を行い、申請者に交付する。  

（ ３ ） 第 １ 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い

ないと 認めるときは、製造・販売営業審査書を作成し、製造営

業不許可通知書（許可様式第 ３号）は電算処理を行い、当該申

請書 のうち１通を添付して申請者に交付する。  

（販売営業の許可申請）  

第 ５ 条  法 第 ５ 条 の 規 定 に よ る 販 売 営 業 の 許 可 の 申 請 が あ っ た と

きは、次により処理するものとする。  

（ １ ） 消 防 長 は 、 当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 申 請 に 係 る 電 算 処

理後 、必要があると認めるときは調査を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 省 令 で 定 め る 技 術 上 の 基 準 に

適合 していると認めるときは、製造・販売営業審査書を作成し 、

販売営業許可証（許可様式第 ４号）は電算処理を行い、当該申

請書 のうち１通を添付して申請者に交付する。  

（ ３ ） 第 １ 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い

ないと 認めるときは、製造・販売営業審査書を作成し、販売営

業不許可通知書（許可様式第 ５号）は電算処理を行い、当該申

請書 のうち１通を添付して申請者に交付する。  

（製造施設の変更の許可申請）  

第 ６ 条  法 第 １ ０ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 製 造 施 設 の 位 置 、 構 造 若

し く は 設 備 の 変 更 の 工 事 又 は 製 造 す る 火 薬 類 の 種 類 若 し く は 製

造 方 法 の 変 更 の 許 可 の 申 請 が あ っ た と き は 、 次 に よ り 処 理 す る



 

ものとする。  

（ １ ） 消 防 長 は 、 当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 申 請 に 係 る 電 算 処

理後 、必要があると認めるときは調査を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い る

と認 めるときは、製造施設・火薬庫等審査書（審査様式第２号 ）

及び 許可後の手続き書を作成し、製造施設変更許可証（許可様

式第 ６号）は電算処理を行い、当該申請書のうち１通を添付し

て申請者 に交付する。  

（ ３ ） 第 １ 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い

ないと 認めるときは、製造施設・火薬庫等審査書を作成し、製

造施設変更 不許可通知書（許可様式第７号）は電算処理を行い 、

当該申請書 のうち１通を添付して申請者に交付する。  

（火薬庫外貯蔵所の指示申請）  

第 ７ 条  法 第 １ １ 条 第 １ 項 た だ し 書 に 基 づ く 、 省 令 第 １ ５ 条 第 １

項 の 表 （ １ ） の 項 か ら （ ７ ） の 項 ま で の 規 定 に よ る 火 薬 庫 外 貯

蔵 所 指 示 申 請 書 （ 庫 外 様 式 第 １ 号 ） の 申 請 が あ っ た と き は 、 次

により処理するものとする。  

（ １ ） 消 防 長 は 、 当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 申 請 に 係 る 電 算 処

理後 、必要があると認めるときは調査を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い る

と認 めるときは、製造施設・火薬庫等審査書を作成し、火薬庫

外貯蔵所指示証（庫外 様式第２号）は電算処理を行い、当該申

請書 のうち１通を添付して申請者に交付する。  

（ ３ ） 第 １ 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い

ないと 認めるときは、製造施設・火薬庫等審査書を作成し、火

薬庫外貯蔵所不指示通知書（庫外様式第３号）は電算処理を行

い、 当該申請書のうち１通を添付して申請者に交付する。  

（火薬庫の設置、移転又は変更の許可申請）  

第 ８ 条  法 第 １ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 火 薬 庫 の 設 置 、 移 転 又 は

変 更 の 許 可 の 申 請 が あ っ た と き は 、 火 薬 庫 工 事 設 計 明 細 書 （ 明

細様式第１号）を添付させ、次により処理するものとする。  

（ １ ） 消 防 長 は 、 当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 申 請 に 係 る 電 算 処

理後 、必要があると認めるときは調査を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い る

と認 めるときは、製造施設・火薬庫等審査書及び許可後の手続



 

き書 を作成し、火薬庫設置（移転・変更）許可証（許可様式第

８号 ）は電算処理を行い、当該申請書のうち１通を添付して申

請者 に交付する。  

（ ３ ） 第 １ 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い

ないと 認めるときは、製造施設・火薬庫等審査書を作成し、火

薬庫設置（移転・変更）不許可通知書（許可様式第９号）は電

算処理 を行い、当該申請書のうち１通を添付して申請者に交付

する 。  

（火薬庫の共同占有又は所有・占有特例の許可の申請）  

第 ９ 条  法 第 １ ３ 条 た だ し 書 の 規 定 に よ る 火 薬 庫 共 同 占 有 の 許 可

申 請 （ 許 可 様 式 第 １ ０ 号 ） 又 は 火 薬 庫 所 有 ・ 占 有 特 例 の 許 可 の

申 請 （ 許 可 様 式 第 １ １ 号 ） が あ っ た と き は 、 次 の 各 項 よ り 処 理

するものとする。  

（ １ ） 消 防 長 は 、 火 薬 庫 共 同 占 有 許 可 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 申

請に 係る電算処理後、必要があると認め る と き は 調 査 を 行 う 。 

（ ２ ） 前 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い る

と認 めるときは、火薬庫占有審査書（審査様式第３号）を作成

し、火薬庫共同占有許可証（許可様式第１２号）は電算処理を

行い 、当該申請書のうち１通を添付して申請者に交付する。  

（ ３ ） 第 １ 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い

ないと 認めるときは、火薬庫占有審査書を作成し、火薬庫共同

占有 不許可通知書（許可様式第 １３号）は電算処理を行い、当

該申請書 のうち１通を添付して申請者に交付する。  

２  消防長は 、火薬庫所有・占有特例許可申請書の内容を審査し、

申請に係る電算処理後、必要があると認めるときは調査を 行 う 。 

（ １ ） 前 項 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い る

と認 めるときは、火薬庫占有審査書 を作成し、火薬庫所有・占

有特例 許可証（許可様式第 １４号）は電算処理を行い、当該申

請書 のうち１通を添付して申請者に交付する。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い な

いと 認めるときは、火薬庫占有審 査 書 を 作 成 し 、火 薬 庫 所 有 ・

占有 特例不許可通知書（許可様式第１５号）は電算処理を行い 、

当該申請書 のうち１通を添付して申請者に交付する。  

（製造施設又は火薬庫の完成検査の申請）  

第 １ ０ 条  法 第 １ ５ 条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 製 造 施 設 又



 

は 火 薬 庫 の 完 成 検 査 の 申 請 が あ っ た と き は 、 次 に よ り 処 理 す る

ものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 申 請 に 係 る 電 算

処理後 、許可申請書に基づき完成検査を実施する。  

（ ２ ） 前 号 の 検 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い る と 認 め る

ときは 、製造施設・火薬庫完成検査調査書（審査様式第４号）

を作成 し、完成検査済証は電算処理を行い、当該申請書のうち

１通 を添付して申請者に交付する。  

（ ３ ） 第 １ 号 の 検 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い な い と 認

めるときは 、製造施設・火薬庫完成検査調査書を作成し、完成

検査不 合格通知書（許可様式第 １６号）は電算処理を行い、当

該申請書 のうち１通を添付して申請者に交付する。  
（譲渡又は譲受の許可の申請）  

第 １ １ 条  法 第 １ ７ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 譲 渡 の 許 可 の 申 請 又 は

譲 受 の 許 可 の 申 請 が あ っ た と き は 、 次 に よ り 処 理 す る も の と す

る。  

（ １ ） 消 防 長 は 、 当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 申 請 に 係 る 電 算 処

理後 、必要があると認めるときは調査を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 災 害 の 防 止 及 び 公 共 の 安 全 の

維持 に支障がないと認めるときは、火薬類譲渡譲受審査書（審

査様式第 ５号）を作成し、火薬類（譲渡譲受）許可証は電算処

理を 行い、当該申請書のうち１通を添付して申請者に交付する  

（ ３ ） 第 １ 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 災 害 の 防 止 及 び 公 共 の 安 全

の維持 に支障があると認めるときは、火薬類譲渡譲受審査書を

作成 し、火薬類譲渡（譲受）不許可通知書（許可様式第１７号 ）

に当該申請書 １通を添付して、申請者に交付する。  

（譲受及び消費の許可の申請）  

第 １ ２ 条  法 第 １ ７ 条 第 １ 項 と 併 せ て 法 第 ２ ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に

よ る 火 薬 類 譲 受 ・ 消 費 許 可 申 請 書 が あ っ た と き は 、 次 に よ り 処

理するものとする。  

（ １ ） 消 防 長 は 、 当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 申 請 に 係 る 電 算 処

理後 、必要があると認めるときは調査を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 災 害 の 防 止 及 び 公 共 の 安 全 の

維持 に支障がないと認め、消費に係る技術上の基準に適合して

いると 認めるときは、火薬類譲受消費審査書（審査様式第６号 ）



 

を作成 し、火薬類譲渡譲受許可証及び火薬類消費許可証（許可

様式第 １８号）は電算処理を行い、当該申請書のうち１通を添

付して 申請者に交付する。  

（ ３ ） 第 １ 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 災 害 の 防 止 及 び 公 共 の 安 全

の維持 に支障があると認め、消費に係る技術上の基準に適合し

ていないと 認めるときは、火薬類譲受消費審査書を作成し、火

薬類譲渡（譲受 ）不許可 通知書及び火薬類消費不許可通知書（許

可様式 １９号）に当該申請書１通を添付して、申請者に交付す

る。  

（ ４ ） 当 該 申 請 書 に は 、 火 薬 類 （ そ の 他 ） 消 費 計 画 書 （ 消 費 様 式

第１ 号）、火薬類消費作業従事者名簿（その他）（消費様式第

２号 ）及び関係図書を添付させる。  

（譲渡許可証又は譲受許可証の書換の申請）  

第 １ ３ 条  法 第 １ ７ 条 第 ７ 項 の 規 定 に よ る 譲 渡 許 可 証 又 は 譲 受 許

可 証 の 書 換 の 申 請 が あ っ た と き は 、 次 に よ り 処 理 す る も の と す

る。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 書 換 の 必 要 が あ

ると 認めるときは、申請に係る電算処理後、譲渡譲受許可証書

換交付簿（換再様式第１号）により火薬類譲渡譲受許可証を作

成し 、当該申請書のうち１通を添付して申請者に交付する。  

（２）前号に定める火薬類譲渡譲受許可証には、右上部に「書換 」

と朱書 のうえ、許可条件欄に書換交付年月日を記載する。  

（譲渡許可証又は譲受許可証の再交付申請）  

第 １ ４ 条  法 第 １ ７ 条 第 ８ 項 の 規 定 に よ る 譲 渡 許 可 証 又 は 譲 受 許

可 証 の 再 交 付 の 申 請 が あ っ た と き は 、 次 に よ り 処 理 す る も の と

する。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 再 交 付 の 必 要 が

あると 認めるときは、申請に係る電算処理後、譲渡譲受許可証

再交付簿（換再様式第２号）により火薬類譲渡譲受許可証を作

成し 、当該申請書のうち１通を添付して申請者に交付する。  

（ ２ ） 前 号 に 定 め る 火 薬 類 譲 渡 譲 受 許 可 証 に は 、 右 上 部 に 「 再 」

と朱書 のうえ、許可条件欄に再交付年月日を記載する。  

（消費（煙火）の許可の申請）  

第 １ ５ 条  法 第 ２ ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 火 薬 類 消 費 許 可 申 請 書

の申請があったときは、次により処理するものとする。  



 

（ １ ） 消 防 長 は 、 当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 申 請 に 係 る 電 算 処

理後 、必要があると認めるときは調査を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 災 害 の 防 止 及 び 公 共 の 安 全 の

維持 に支障がないと認め、消費に係る技術上の基準に適合して

いると 認めるときは、火薬類消費廃棄審査書（審査様式第７号 ）

を作成 し、火薬類消費許可証は電算処理を行い、当該申請書の

うち１ 通を添付して申請者に交付する。  

（ ３ ） 第 １ 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 災 害 の 防 止 及 び 公 共 の 安 全

の維持 に支障があると認め、消費に係る技術上の基準に適合し

ていないと 認めるときは、火薬類消費廃棄審査書を作成し、火

薬類消費不許可通知書に当該申請書のうち１通を添付して、申

請者 に交付する。  

（ ４ ） 当 該 申 請 書 に は 、 火 薬 類 （ 煙 火 ） 消 費 計 画 書 （ 消 費 様 式 第

３号 ）、火薬類消費作業従事者名簿（煙火）（消費様式第４号 ）

及び 関係図書を添付する。  

（廃棄の許可の申請）  

第 １ ６ 条  法 第 ２ ７ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 廃 棄 の 許 可 の 申 請 は 、

次により処理するものとする。  

（ １ ） 消 防 長 は 、 当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 申 請 に 係 る 電 算 処

理後 、必要があると認めるときは調査を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 災 害 の 防 止 及 び 公 共 の 安 全 の

維持 に支障がないと認め、廃棄に係る技術上の基準に適合して

いると 認めるときは、火薬類消費廃棄審査書を作成し、火薬類

廃棄許可証（許可様式第 ２０号）は電算処理を行い、当該申請

書のうち１ 通を添付して申請者に交付する。  

（ ３ ） 第 １ 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 災 害 の 防 止 及 び 公 共 の 安 全

の維持 に支障があると認め、廃棄に係る技術上の基準に適合し

ていないと 認めるときは、火薬類消費廃棄審査書を作成し、火

薬類廃棄不許可通知書（許可様式第２１号）に当該申請書のう

ち１ 通を添付して、申請者に交付する。  

（危害予防規程の認可の申請）  

第 １ ７ 条  法 第 ２ ８ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 危 害 予 防 規 程 の 制 定 又

は 変 更 の 認 可 の 申 請 が あ っ た と き は 、 次 に よ り 処 理 す る も の と

する。  

（ １ ） 消 防 長 は 、 当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 申 請 に 係 る 電 算 処



 

理をする 。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 の 結 果 、 法 第 ７ 条 第 １ 号 及 び 同 条 第 ２ 号 に 定 め

る技術上 の基準に適合し、災害の防止又は公共の安全の維持に

支障 がないと認めるときは、危害予防規程（変更）認可審査書

（審査様式第 ８号）を作成し、危害予防規程（変更）認可証（認

可様式第 １号）は電算処理を行い、当該申請書のうち１通を添

付して 申請者に交付する。  

（ ３ ） 第 １ 号 の 審 査 の 結 果 、 法 第 ７ 条 第 １ 号 及 び 同 条 第 ２ 号 に 定

める 技術上の基準に不適合及び、災害の防止又は公共の安全の

維持 に支障があると認めるときは、危害予防規程認可審査書を

作成 し、危害予防規程（変更）不認可通知書（認可様式第２号 ）

は電算処理 を行い、当該申請書のうち１通を添付して申請者に

交付 する。  

（保安教育計画の認可の申請）  

第 １ ８ 条  法 第 ２ ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 製 造 及 び 販 売 又 は 法 第

２ ９ 条 第 ６ 項 の 規 定 に お い て 準 用 す る 同 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る

消 費 の 保 安 教 育 計 画 の 策 定 又 は 変 更 の 認 可 の 申 請 （ 認 可 様 式 第

３号）があったときは、次により処理するものとする。  

（ １ ） 消 防 長 は 、 当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 申 請 に 係 る 電 算 処

理をする 。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 の 結 果 、 省 令 第 ６ ７ 条 の ４ の 規 定 に よ る 保 安 教

育計画 の基準に適合し、災害の防止又は公共の安全の維持に支

障が ないと認めるときは、保安教育計画（変更）認可審査書（審

査様式第 ９号）を作成し、保安教育計画（変更）認可証（認可

様式第 ４号）は電算処理を行い、当該申請書のうち１通を添付

して 申請者に交付する。  

（ ３ ） 第 １ 号 の 審 査 の 結 果 、 規 則 第 ６ ７ 条 の ４ の 規 定 に よ る 保 安

教育計画 の基準に適合し、災害の防止又は公共の安全の維持に

支障 があると認めるときは、保安教育計画（変更）認可審査書

を作成 し、保安教育計画（変更）不認可通知書（認可様式第５

号）は電算処理を行い、当該申請書のうち１通を添付して申請

者に 交付する。  

（製造施設又は火薬庫等の保安検査の申請）  

第 １ ９ 条  法 第 ３ ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 製 造 施 設 及 び 火 薬 庫 等

の 保 安 検 査 の 申 請 が あ っ た と き は 、 次 に よ り 処 理 す る も の と す



 

る。  

（ １ ） 消 防 長 は 、 当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、 申 請 に 係 る 電 算 処

理後 、当該申請書に基づき保安検査を実施する。  

（ ２ ） 前 号 の 検 査 の 結 果 、 法 第 ７ 条 第 １ 号 で 定 め る 技 術 上 の 基 準

に適合 していると認めるときは、製造施設・火薬庫等保安検査

調査 書（審査様式第１０ 号）を作成し、保安検査証は電算処理

を行 い、当該申請書のうち１通を添付し て 申 請 者 に 交 付 す る 。 

（ ３ ） 第 １ 号 の 検 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い な い と 認

めるときは 、製造施設・火薬庫等保安検査調査書を作成し、保

安検査 不合格通知書（許可様式第２２号）は 、電算処理を行い、

当該申請書 のうち１通を添付して申請者に交付する。  

（譲渡許可証等の返納）  

第 ２ ０ 条  政 令 第 ２ 条 の 規 定 に よ る 譲 渡 許 可 証 等 の 返 納 は 、 消 防

長に返納するものとする。  

（公安委員会への意見照会の基準）  

第 ２ １ 条  政 令 第 １ ３ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 公 安 委 員 会 へ の 意 見

照会の基準は、別表第 1のとおりとする。  

（国家公安委員会等への意見照会及び許可等の通報）  

第 ２ ２ 条  法 第 ５ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 大 阪 府 公 安 委 員 会 に

意 見 を 聞 く と き は 、 火 薬 類 取 締 法 第 ５ ２ 条 第 １ 項 に 関 す る 意 見

に つ い て （ 照 会 ） （ 許 可 様 式 第 ２ ３ 号 ） に よ り 、 照 会 を 行 う も

のとする。  

２  法 第 ５ ２ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 大 阪 府 公 安 委 員 会 へ の 通 報

は 、 火 薬 類 取 締 法 に 基 づ く 許 可 等 に つ い て （ 通 報 ） （ 通 報 様 式

第 １ 号 ） に よ り 、 許 可 等 を 行 っ た 翌 月 に 遅 滞 な く ま と め て 行 う

ものとする。  

（各種届出等の処理における共通事項）  

第２３条  予防課長は 、法又はこの要綱で定める届出又は報告（以

下 「 届 出 等 」 と い う 。 ） を 処 理 す る と き は 、 次 の 各 号 に 定 め る

ところによるものとする。  

（ １ ） 届 出 等 の 書 式 は 、 法 又 は こ の 要 綱 で 定 め る 様 式 に よ る も の

とし 、かつ 、必要事項が記載されていることを確認するものと

する 。  
（ ２ ） 届 出 者 が 個 人 経 営 の 事 業 者 で あ る 場 合 は 、 そ の 経 営 者 と す

る。  



 

（ ３ ） 届 出 者 が 法 人 で あ る 場 合 は 、 そ の 代 表 者 と す る 。 た だ し 、

同法人内 の管理的立場にあるものを代理人として定め、申請を

行う 場合は、原則として代表者の委任状を提出するものとする。 
（ ４ ） 届 出 等 は 、 ２ 通 提 出 を 求 め る も の と し 、 そ れ ぞ れ に 受 付 印

を押印 し、１通に届出受理済印を押印後、届出者に交付するも

のとする 。  
（製造施設等の軽微な変更の届出）  

第 ２ ４ 条  法 第 １ ０ 条 第 ２ 項 又 は 法 第 １ ２ 条 第 １ 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 火 薬 類 製 造 施 設 又 は 火 薬 庫 の 軽 微 変 更 届 の 届 出 が あ っ

たときは、次により処理するものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 届 出 書 の 内 容 を 審 査 し 、 届 出 に 係 る 電 算

処理後 、必要があると認めるときは調査を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い る

と認 めるときは、当該届出書のうち１通に受付印及び届出受理

済印 を押印し、届出者に交付する。  

（ ３ ） 第 １ 号 の 届 出 書 に は 、 軽 微 な 変 更 作 業 明 細 書 （ 明 細 様 式 第

２号 ）及び関係図書を添付させる。  
（火薬庫外貯蔵所の設置の届出）  

第 ２ ５ 条  法 第 １ １ 条 第 １ 項 た だ し 書 に 基 づ く 、 省 令 第 １ ５ 条 第

１ 項 の 表 （ １ ） の 項 か ら （ ７ ） の 項 ま で の 規 定 に よ る 火 薬 庫 外

貯 蔵 所 設 置 届 （ 庫 外 様 式 第 ４ 号 ） の 届 出 が あ っ た と き は 、 次 に

より処理するものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 届 出 書 の 処 理 に つ い て は 、 第 ２ ４ 条 第 １

号及 び第２号に準じて行う。  

（ ２ ） 前 号 の 届 出 書 に は 、 設 置 し た 火 薬 庫 外 貯 蔵 所 の 写 真 及 び 関

係図書 を添付させる。  
（火薬庫外貯蔵所記載事項等の変更の届出）  

第 ２ ６ 条  法 第 １ １ 条 第 １ 項 た だ し 書 に 基 づ く 、 省 令 第 １ ５ 条 第

１ 項 の 表 （ １ ） の 項 か ら （ ７ ） の 項 ま で の 規 定 に よ る 火 薬 庫 外

貯 蔵 所 記 載 事 項 等 変 更 届 （ 庫 外 様 式 第 ５ 号 ） の 火 薬 庫 外 貯 蔵 所

指 示 申 請 書 の 記 載 事 項 （ 火 薬 庫 外 貯 蔵 所 の 区 分 又 は 設 置 場 所 、

貯 蔵 す る 火 薬 類 の 用 途 若 し く は 使 用 期 間 を 除 く 。 ） 又 は 添 付 書

類 の 内 容 （ 設 備 の 概 要 及 び 設 備 を 設 置 し た 位 置 に 限 る 。 ） の 変

更の届出があったときは、次により処理するものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 届 出 書 の 内 容 を 確 認 し 、 届 出 に 係 る 電 算



 

処理 を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 確 認 の 結 果 、 記 載 事 項 に 変 更 が あ っ た も の と 認 め る

ときは 、当該届出書のうち１通に受付印及び届出受理済印を押

印し 、届出者に交付する。  

（火薬庫外貯蔵所の廃止の届出）  

第 ２ ７ 条  法 第 １ １ 条 第 １ 項 た だ し 書 に 基 づ く 、 省 令 第 １ ５ 条 第

１ 項 の 表 （ １ ） の 項 か ら （ ７ ） の 項 ま で の 規 定 に よ る 火 薬 庫 外

貯 蔵 所 指 定 廃 止 届 （ 廃 止 様 式 第 １ 号 ） の 届 出 が あ っ た と き は 、

次により処理するものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 届 出 書 の 内 容 を 確 認 し 、 届 出 に 係 る 電 算

処理 を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 確 認 の 結 果 、 廃 止 が あ っ た も の と 認 め る と き は 、 当

該届出書 のうち１通に受付印及び届出受理済印を押印し、届出

者に 交付する。  

（火薬庫の軽微な変更工事の届出）  

第 ２ ８ 条  法 第 １ ２ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 火 薬 庫 の 軽 微 変 更 の 届

出があったときは、第２４条に準じて行う。  

（火薬庫の承継の届出）   

第 ２ ９ 条  法 第 １ ２ 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 火 薬 庫 承 継 届 の 届

出があったときは、次により処理するものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 届 出 書 の 内 容 を 審 査 し 、 届 出 に 係 る 電 算

処理 を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 の 結 果 、 承 継 が あ っ た も の と 認 め る と き は 、 当

該届出書 のうち１通に受付印及び届出受理済印を押印し、届出

者に 交付する。  

（ ３ ） 第 １ 号 の 届 出 書 に は 、 承 継 が あ っ た も の と 認 め ら れ る 関 係

書類 を添付させる。  
（火薬庫の占有の届出）  

第 ３ ０ 条  法 第 １ ３ 条 の 規 定 に よ る 火 薬 庫 占 有 届 （ 占 有 様 式 第 １

号）の届出があったときは、次により処理するものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 届 出 書 の 内 容 を 確 認 し 、 届 出 に 係 る 電 算

処理 を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 確 認 の 結 果 、 占 有 が あ っ た も の と 認 め る と き は 、 当

該届出書 のうち１通に受付印及び届出受理済印を押印し、届出

者に 交付する。  



 

（ ３ ） 第 １ 号 の 届 出 書 に は 、 占 有 が あ っ た も の と 認 め ら れ る 関 係

書類及 び火薬類取扱保安責任者免状の写し及び経歴書（選解様

式第 １号）を添付させる。  
（火薬庫の占有又は共同占有の廃止の届出）  

第 ３ １ 条  法 第 １ ３ 条 の 規 定 に よ る 火 薬 庫 占 有 廃 止 届 （ 廃 止 様 式

第 ２ 号 ） 又 は 火 薬 庫 共 同 占 有 廃 止 届 （ 廃 止 様 式 第 ３ 号 ） の 届 出

があったときの処理については、第２７条に準じて行う。  

（指定完成検査機関完成検査受検の届出）  

第 ３ ２ 条  法 第 １ ５ 条 第 １ 項 た だ し 書 又 は 第 ２ 項 第 １ 号 の 規 定 に

よ る 指 定 完 成 検 査 機 関 完 成 検 査 受 検 届 の 届 出 が あ っ た と き は 、

次により処理するものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 届 出 書 の 内 容 を 確 認 し 、 届 出 に 係 る 電 算

処理 を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 確 認 の 結 果 、 検 査 が あ っ た も の と 認 め る と き は 、 当

該届出書 のうち１通に受付印及び届出受理済印を押印し、届出

者に 交付する。  

（完成検査記録の届出）  

第 ３ ３ 条  法 第 １ ５ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 の 規 定 に よ る 完 成 検 査 記 録 届

の 届 出 が あ っ た と き の 処 理 に つ い て は 、 第 ２ ４ 条 第 １ 号 及 び 第

２号に準じて行う。  

（完成検査結果の報告）  

第 ３ ４ 条  法 第 １ ５ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 完 成 検 査 結 果 報 告 書 の

報 告 が あ っ た と き の 処 理 に つ い て は 、 第 ２ ４ 条 第 １ 号 及 び 第 ２

号に準じて行う。  

（製造・販売営業又は火薬庫の用途の廃止の届出）  

第 ３ ５ 条  法 第 １ ６ 条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 製 造 ・ 販 売

営 業 、 火 薬 庫 の 用 途 廃 止 届 （ 廃 止 様 式 第 ４ 号 ） の 届 出 が あ っ た

ときは、次により処理するものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 届 出 書 の 内 容 を 審 査 し 、 届 出 に 係 る 電 算

処理 を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 の 結 果 、 災 害 の 防 止 又 は 公 共 の 安 全 の 維 持 に 支

障がないと 認めるときは、当該届出書のうち１通に受付印及び

届出受理済印 を押印し、届出者に交付する。  

（３ ）当該届出書には、廃止が認められる関係図書を添付させる。  

（コンクリート破砕器の消費の届出）  



 

第 ３ ６ 条  法 第 ２ ５ 条 第 １ 項 た だ し 書 に 規 定 す る 無 許 可 消 費 数 量

の コ ン ク リ ー ト 破 砕 器 の 消 費 に よ る コ ン ク リ ー ト 破 砕 器 の 消 費

届 （ 消 費 様 式 第 ５ 号 ） の 届 出 が あ っ た と き は 、 次 に よ り 処 理 す

るものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 災 害 の 防 止 又 は 公 共 の 安 全 の 維 持 に 必 要 な 指

示をし 、必要と認めるときは調査を行った後、電算処理を行う 。 

（ ２ ） 前 号 の 当 該 届 出 書 の う ち １ 通 に 受 付 印 及 び 届 出 受 理 済 印 を

押印 し、届出者に交付する。  

（危害予防規程の変更の届出）  

第 ３ ７ 条  法 第 ２ ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 軽 微 な 変 更 の 工 事 に 伴

い 危 害 予 防 規 程 変 更 届 の 届 出 が あ っ た と き は 、 次 に よ り 処 理 す

るものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 届 出 書 の 内 容 を 審 査 し 、 届 出 に 係 る 電 算

処理 を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 の 結 果 、 省 令 第 ６ 条 に 定 め る 事 項 に 適 合 し 、 か

つ、災害の防止又は公共の安全の維持に支障がないと認めると

きは 、当該届出書のうち１通に受付印及び届出受理済印を押印

し、 届出者に交付する。  

（製造保安責任者等の選任又は解任の届出）  
第 ３ ８ 条  法 第 ３ ０ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 火 薬 類 （ 製 造 ・ 取 扱 ）

保 安 責 任 者 等 選 任 （ 解 任 ） 届 （ 選 解 様 式 第 ２ 号 ） の 製 造 保 安 責

任 者 若 し く は 製 造 副 保 安 責 任 者 又 は 取 扱 保 安 責 任 者 若 し く は 取

扱 副 保 安 責 任 者 の 選 任 又 は 解 任 の 届 出 及 び 法 第 ３ ３ 条 第 ２ 項 の

規 定 に よ る 製 造 保 安 責 任 者 の 代 理 者 若 し く は 取 扱 保 安 責 任 者 の

代 理 者 の 選 任 又 は 解 任 の 届 出 が あ っ た と き は 、 次 に よ り 処 理 す

るものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 届 出 書 の 内 容 を 審 査 し 、 届 出 に 係 る 電 算

処理 を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 の 結 果 、 選 任 又 は 解 任 が あ っ た も の と 認 め る と

きは 、当該届出書のうち１通に受付印及び届出受理済印を押印

し、 届出者に交付する。  
（ ３ ） 当 該 届 出 書 に は 、 火 薬 類 製 造 (取 扱 )保 安 責 任 者 免 状 の 写 し

及び 経歴書を添付させる。   
（指定保安検査機関保安検査受検の届出）  

第 ３ ９ 条  法 第 ３ ５ 条 第 １ 項 第 １ 号 の 規 定 に よ る 指 定 保 安 検 査 機



 

関 保 安 検 査 受 検 届 の 届 出 が あ っ た と き の 処 理 に つ い て は 、 第 ３

２条に準じて行う。  

（保安検査記録の届出）  

第 ４ ０ 条  法 第 ３ ５ 条 第 １ 項 第 ２ 号 の 規 定 に よ る 保 安 検 査 記 録 届

の届出があったときの処理については 、第３３条に準じて行う 。 

 (保安検査結果の報告 ) 

第 ４ １ 条  法 第 ３ ５ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 保 安 検 査 結 果 報 告 書 の

報告があったときの処理については、第３４条に準じて行う。  

（製造施設及び火薬庫の定期自主検査の計画の届出）  

第 ４ ２ 条  法 第 ３ ５ 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 定 期 自 主 検 査 計 画

策 定 （ 変 更 ） 届 （ 定 安 様 式 第 １ 号 ） の 届 出 が あ っ た と き は 、 次

により処理するものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 届 出 書 の 内 容 を 確 認 し 、 届 出 に 係 る 電 算

処理 を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 確 認 の 結 果 、 省 令 第 ６ ７ 条 の ９ に 適 合 し て い る と 認

めるときは 、当該届出書のうち１通に受付印及び届出受理済印

を押印 し、届出者に交付する。  

（製造施設及び火薬庫の定期自主検査の終了の報告）  

第 ４ ３ 条  法 第 ３ ５ 条 の ２ 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 定 期 自 主 検 査 終 了

報告書（定安様式第２号）の報告があったときの処理については 、

第３４条に準じて行う。  

（安定度試験の結果の報告）  

第 ４ ４ 条  法 第 ３ ６ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 安 定 度 試 験 結 果 報 告 書

（ 定 安 様 式 第 ３ 号 ） の 報 告 が あ っ た と き の 処 理 に つ い て は 、 第

３４条に準じて行う。  

（特定施設又は火薬庫の休止の届出）  

第 ４ ５ 条  省 令 第 ４ ４ 条 の ２ 第 ２ 項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 特 定 施

設 （ 火 薬 庫 ） 使 用 休 止 届 （ 休 再 様 式 第 １ 号 ） の 届 出 が あ っ た と

きは、次により処理するものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 届 出 書 の 内 容 を 審 査 し 、 届 出 に 係 る 電 算

処理 を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 の 結 果 、 災 害 の 防 止 又 は 公 共 の 安 全 の 維 持 に 支

障がない と認めるときは、当該届出書のうち１通に受付印及び

届出受理済印 を押印し、届出者に交付する。  

（ ３ ） 当 該 届 出 書 に は 、 直 近 の 保 安 検 査 証 の 写 し 及 び 設 置 許 可 証



 

の写 しを添付させる。  

（特定施設又は火薬庫の再開の届出）  

第４６条  前条の届出者から、特定施設（火薬庫）使用再開届（休

再 様 式 第 ２ 号 ） の 届 出 が あ っ た と き は 、 次 に よ り 処 理 す る も の

とする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 届 出 書 の 内 容 を 審 査 し 、 届 出 に 係 る 電 算

処理 を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 の 結 果 、 省 令 第 ４ ４ 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 に 適 合

している と認めるときは、当該届出書のうち１通に受付印及び

届出受理済印 を押印し、届出者に交付する。  

（３）当該届出書には、直近の保安検査証の写しを添付させる。  

（火薬類製造の報告）  

第 ４ ７ 条  省 令 第 ８ １ 条 の １ ４ の 表 第 １ 項 の 規 定 に よ る 火 薬 類 製

造 報 告 書 （ 報 告 様 式 第 １ 号 ） の 報 告 が あ っ た と き は 、 次 に よ り

処理するものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 報 告 書 の 内 容 を 確 認 し 、 報 告 に 係 る 電 算

処理 を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 確 認 の 結 果 、 報 告 の 内 容 が 適 当 で あ る と 認 め る と き

は、当該報告書のうち１通に受付印及び届出受理済印を押印し 、

報告 者に交付する。  

（販売数量の報告）  

第 ４ ８ 条  省 令 第 ８ １ 条 の １ ４ の 表 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 火 薬 類 販

売 報 告 書 （ 報 告 様 式 第 ２ 号 ） の 報 告 が あ っ た と き の 処 理 に つ い

ては、第４７条に準じて行う。  

（火薬庫の出納等の報告）  

第 ４ ９ 条  省 令 第 ８ １ 条 の １ ４ の 表 第 ８ 項 の 規 定 に よ る 火 薬 類 出

納 報 告 書 （ 報 告 様 式 第 ３ 号 ） の 報 告 が あ っ た と き の 処 理 に つ い

ては、第４７条に準じて行う。  

（記載事項変更の報告）  

第 ５ ０ 条  省 令 第 ８ １ 条 の １ ４ の 表 第 ５ 項 及 び 第 ９ 号 の 規 定 に よ

る 記 載 事 項 変 更 報 告 書 （ 記 変 様 式 第 １ 号 ） の 報 告 が あ っ た と き

の処理については、第４７条に準じて行う。  

（記載事項変更の届出）  

第 ５ １ 条  省 令 第 ８ １ 条 の １ ４ の 表 第 ７ 号 、 第 １ １ 号 及 び 第 １ ４

号 の 規 定 に よ る 記 載 事 項 変 更 届 （ 記 変 様 式 第 ２ 号 ） の 届 出 が あ



 

ったときの処理については、第２６条に準じて行う。  

（消費の報告）  

第 ５ ２ 条  省 令 第 ８ １ 条 の １ ４ の 表 第 １ ２ 項 の 規 定 に よ る 火 薬 類

消 費 報 告 書 （ 報 告 様 式 第 ４ 号 ） の 報 告 が あ っ た と き の 処 理 に つ

いては、第４７条に準じて行う。  

（火薬類の所有権取得の届出）  

第 ５ ３ 条  省 令 第 ８ １ 条 の １ ４ の 表 第 １ ５ 項 の 規 定 に よ る 火 薬 類

所 有 権 取 得 届 （ 取 得 様 式 第 １ 号 ） の 届 出 が あ っ た と き は 、 次 に

より処理するものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 届 出 書 の 内 容 を 審 査 し 、 届 出 に 係 る 電 算

処理 を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 審 査 の 結 果 、 火 薬 類 所 有 権 の 取 得 が あ っ た も の と 認

めるときは 、当該届出書のうち１通に受付印及び届出受理済印

を押印 し、届出者に交付する。  

（ ３ ） 第 １ 号 の 届 出 書 に は 、 火 薬 類 所 有 権 の 取 得 が あ っ た も の と

認められる 関係図書を添付させる。  
（証明書交付願の届出）  

第 ５ ４ 条  許 可 等 に よ り 認 め ら れ た 事 項 に つ い て 、 証 明 書 交 付 願

出 書 （ 願 出 様 式 第 １ 号 ） の 願 出 が あ っ た と き は 、 次 に よ り 処 理

するものとする。   

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 願 出 書 の 内 容 を 審 査 し 、 証 明 が 必 要 と 認

めるときは 、証明書（願出様式第２号） を 届 出 者 に 交 付 す る 。 

（ ２ ） 前 号 の 処 理 に つ い て 手 数 料 条 例 に 係 る も の に あ っ て は 、 手

数料 を徴収する。  

（許可申請等の取下げの願出）  

第 ５ ５ 条  法 の 規 定 に よ る 許 可 又 は 認 可 等 の 申 請 者 か ら 、 申 請 後

に お い て 当 該 申 請 を 取 り 下 げ よ う と す る た め 、 許 可 申 請 等 の 取

下 げ 願 出 書 （ 願 出 様 式 第 ３ 号 ） の 提 出 が あ っ た と き は 、 次 に よ

り処理するものとする。  

（ １ ） 予 防 課 長 は 、 当 該 願 出 書 の 内 容 を 確 認 し 、 願 出 に 係 る 電 算

処理 を行う。  

（ ２ ） 前 号 の 確 認 の 結 果 、 当 該 願 出 書 の う ち １ 通 に 受 付 印 及 び 届

出受理済印 を押印し、許可申請書等のうち１通を添付し申請者

に交付 する。  

（様式の用紙）  



 

第 ５ ６ 条  こ の 要 綱 に 定 め る 様 式 の 用 紙 の 大 き さ は 、 日 本 産 業 規

格 Ａ ４ と す る 。 た だ し 、 印 様 式 第 １ 号 、 印 様 式 第 ２ 号 、 許 可 様

式 第 １ ８ 号 、 許 可 様 式 第 ２ ０ 号 及 び 庫 外 様 式 第 ２ 号 の 用 紙 の 大

きさは、日本産業規格Ａ５とする。  

（施行細目）  

第 ５ ７ 条  こ の 要 綱 の 施 行 に つ い て 必 要 な 事 項 は 、 予 防 課 長 が 定

める。  

附  則（ 平成２４年３月２７日豊消予第１６６号消防長通知）  

１  この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。  

２  こ の 要 綱 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 大 阪 府

知 事 が 行 っ た 許 可 等 の 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は こ の 要 綱 の 施 行 の

際 現 に 大 阪 府 知 事 に 対 し て 行 っ て い る 許 可 の 申 請 そ の 他 の 行 為

で 、 施 行 日 以 後 に お い て 市 長 が 管 理 し 、 及 び 執 行 す る こ と と な

っ て い る 事 務 に 係 る も の は 、 法 令 中 別 段 の 定 め が あ る も の を 除

き 、 施 行 日 以 後 に お い て 、 市 長 の 行 っ た 許 可 等 の 処 分 そ の 他 の

行 為 又 は 、 市 長 に 対 し て 行 っ た 許 可 の 申 請 そ の 他 の 行 為 と み な

す。  

附  則（ 平成２５年３月２８日豊消予第１５６号消防長通知）  

この要綱は、通知の日から施行する。  

   附  則（ 平成２６年３月１４日豊消予第１９７号消防長通知）  

この要綱は、通知の日から施行する。  

   附  則（ 平成２７年３月１４日豊消予第２１６号消防長通知）  

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。  

   附  則（ 平成２８年３月２９日豊消予第２２４号消防長通知）  

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。  

附  則（ 平成３０年４月６日豊消予第６号消防長通知）  
この要綱は、通知の日から施行する。  

附  則（令和元年６月１８日豊消予第１０９号消防長通知）  
この要綱は、令和元年７月１日から施行する。  

 


